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最近 10年間の爆破予告犯罪に

おける犯人像の分析

財津亘*

Offender Profiles for Bomb Threats 
in the Last 10 Years 

Wataru ZAITSU 

Bom b threat cases during 10 years， and characteris-

tics of the offenders were investigated. Results in・

dicated that nearly all of the 37 0仔巴ndersthat used 

electronic tools such as the In ternet and email were in 

the teens and twenties， they had no criminal record. In 

comparison， 60.5% of the 43 0仔endersthat used the 

telephone were unemployed. Moreover， 57.1 % of the 

offenders in the telephone category targeted the school 

of their teens; the moti v巴forthe crime was mischief 

66.6% of the offenders that targeted banks were over 

40 years of age and the motive for th巴 cnmewas 
money 
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問題 ・目的

犯人の早期検挙を目的とした複査支援手法に犯人像推定

が挙げられるが，爆破予告に関する研究は未だみられな

し、。

そこで， 本研究では， まず過去 10年間に爆破予告に及

んで検挙された事件及び犯罪者情報に基づき ，使用媒体別

(ネ y 卜掲示板への書込みや電子メーノレなとの電子ツ ーjレ

と電話)で犯人特徴に違いがみられるか検討した。

続いて，通信記録が残りにくい電話による犯行に着目

し，犯人特徴を詳細に分析した。中でも公衆電話は誰でも

使用できるため，犯罪捜査が最も困難といえることから，

公衆電話と犯人の住居までの距離も合わせて検討した。

方法

調査対象 警察資料 ・ネ y 卜・新聞を基に， 1999年か

ら2008年 6月までに発生し検挙された 80名の事件情報

を収集した。本研究では ，連続犯行の場合は l件目を，複

数犯の場合は首謀者の情報を扱った。このうち，複数犯の

事件は電話使用者で3件，模造爆弾等の設置は電話使用者

で4件あった。収集した資料のうち，電子ツーノレ使用者が
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37名で，その内訳はネ y 卜掲示板等の書き込みが 32名，

電子メ ーノレ送信が5名であっ た。 また， 電話使用者は 43

名で，内訳は携帯電話 14名，公衆電話 22名，自宅電話7

名であった。

本研究では，収集した資料を基に，捜査側で把握可能な

情報として，爆破を予告された対象，架電先，金銭要求の

有無，犯人の性矧L電話種別を扱った。 犯人特徴について

は，年代 ・職業 ・住所の有無 ・犯行動機 ・犯人と爆破対象

との関連の有無について扱った。爆破対象との関連とは，

爆li皮対象箇所に現在勤めている，過去に勤めていた， もし

くは客や患者として関わりがあることを意味する。

調査手続き まず，電子ツーノレおよび電話による爆破予

告について，犯人特徴を比較検討した。なお，期待度数5

以下のセノレが多くあっ たことから，本研究では Fisherの

直接法による検定を実施した。

続いて，電話による爆破予告の犯人特徴を捜査側で把握

可能な情報別に比較検討した。

また，公衆電話使用者の住所と公衆電話設置箇所の距離

の代表値(平均 ・中央値 ・最小値 ・最大値)を算出した。

市吉 果

Table 1は使用媒体別(電話と電子ツーノレ)で犯人特徴

を示したクロス集計表である。 Table1によると，性別は

両媒体とも男性が9害IJ程度と大多数を占めていた。職業に

ついては，電話使用者に無職が有意に多く ，電子ツーノレ使

用者に学生が比較的多い特徴がみられた。年代にも特徴が

みられ，電子ツ ール使用者の場合 10代 20代で 8割強を

占めていた。住所については，電話使用者で住所不定が比

較的多かった。また，電子ツーノレ使用者は犯罪歴のない者

が有意に多かった。動機に関しては，電話使用者で憂さl晴

らしが最も多いのに対し，電子 yーノレ使用者は悪戯を目的

とする犯行が最も多かった。 加えて，電話使用者にのみ金

銭目的の爆破予告がみられた。さらに，電話使用者に爆破

対象と関連のある者が比較的に多かった。

続いて，電話による爆破予告のみに着目し，犯行形態別

および↑生日IJによる杉¥trを行った CTable2から Table6)。

爆破対象の違L、から，次のような犯人特徴がみられた

(Table 2)。まず，官公庁を対象とした者に 50代以上が多

く，学校関係を対象とした者では 10代が最も多かった。

また，官公庁，銀行，民間企業等を対象とした者に犯罪歴

のある割合が有意に高かっ た。動機については，学校を対

象とした者に悪戯目的の場合が多く，銀行が対象となる場

合は金銭目的のみであった。加えて，鉄道関係や民間企業

なとが対象の場合は，憂さ晴らしが有意に多かった。犯人
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Table 1 使用媒体別における犯人特徴

性別(n.s.)(%) i徹 業本1%) 年 代+1%) 
使用媒体

男制 女性 有l倣 無職 学生 10代 20 f.t 30 f ~ 40代 50代以上

電 話: 91 9 30 61 9 14 9 28 21 28 

電子 yール 95 5 30 35 35 27 60 5 8 。

使用燥体
住所*(%)

あり 不定

犯罪歴料(%) 動 織料1%) 対象との関連料(%) ム計

あり なし 廷さ11百らし !I!.¥止I 逆恨み 金銭目的 あり なし (人)

fiJ 5首 79 21 50 50 40 14 23 23 37 63 43 

電子 y ル 日7 3 17 83 37 47 17 。 9 91 37 

**ρく0.01，*: pく0.05，+: Tく0.1

Table 2 爆破対象別における犯人特徴

判ー j-~*I%) 犯訓i歴*(%) illiJ 機+(%) 対象との|誕liili料(%) 合計
爆破対象

(人)10 f-l: 20 f~ 30代 40代 50代以上 あり なし 憂さH古らし 怒戯 逆恨み金銭目的 あり なし

官公庁 。 。 20 。 80 60 40 50 。 50 。 。 100 5 

学校関 係 57 14 29 。 。 。 100 29 57 14 。 86 14 7 

鉄道関係 。 。 40 40 20 50 50 44 11 11 33 10 90 10 

銀 f寸 33 。 。 33 33 67 33 。 。 。 100 。 100 3 

民間企業等 。 20 27 20 33 73 27 47 7 27 20 60 40 15 
イベン卜関係 33 。 33 33 。 。 100 33 33 33 。 33 67 3 

Table 3 電話種別における犯人特徴

主lo 代+1%) 職 業*1%) 住所(η s)(%) メ仁5-三"ι l 
電話極別

(人)10代 20 ft 30代 40代 50代以上 有職 知t月間t 学生 あり 不定

jjb帯電話 36 14 14 29 7 14 57 29 86 1'1 14 

公衆屯話 5 9 36 18 32 32 68 。 68 32 22 
自宅電話 。 。 29 14 57 57 43 。 100% 。

Table 4 架電先別における架電方法の違い Table 5 性伊比爆破対象との関連 Table 6 金銭要求と窃民主歴の関連

架tE方法+(%) 合計
架m先

(人)
性日11

供帯'ia話 公衆電話 自宅電話

35 65 。 17 男性

爆破対象 31 42 27 26 女性

と爆破対象との関連については，学校関係や民間企業など

を対象とした者に関連ありの割合が高かった。

電話種別でみると，携帯電話で 10代，公衆電話で 30

代，自宅電話で 50代の者が最も多かった (Table3)。職業

については，携帯電話と公衆電話の場合に無職者が多いの

に対し，自宅電話の場合には有職者が多かった。顕著な特

徴として，携帯電話使用者にのみ学生がみられた。

架電先については，110番 119番への架電の場合に，犯

人が公衆電話から架電している場合が有意に多く，自宅か

ら架電した者はL、なかった (Table4)。

性別に関しては，爆破予告者が女性の場合，爆破対象と

関連のある者のみであった (Table5)。

犯行動機の中でも，金銭要求をした者に窃盗歴を有る害11

合が有意に高かった (Table6)。

また，居住地と公衆電話の距離は 3km未満で 54.5%

と半数以上， 6 km未満になると 72.7% と7割程度で

あった。ただし， 9 km以上など遠距離におよぶ場合も

対象との|列iili*I%) メE弘H幸1'1 窃自i庇*(%) 合計

あり

33 
100 

(人)
金銭袈求

(人)なし あり なし

67 39 あり 78 22 9 。 なし 35 65 34 

あった。距離は平均 3，830m，中央値 2，970m，最小値

130 m，最大値 11，840m であった。

考察

本研究から，爆破予告犯罪における犯人像推定の可能性

を示唆した。特に，電話のように通信記録が残りにくい場

合には必要となろう。ただし，通信手段を使った犯罪は，

時代背景の影響を大きく受けると考えられることから，将

来犯人像を分析する場合には時代背景を考慮した分析が必

要になると思われる。

また，同様の犯罪として殺害予告が挙げられる。爆破予

告が建物や不特定多数を対象とした犯行予告であるのに対

して，殺害予告は個人に対する犯罪と いう違いがある。 し

かし，殺害予告に関しでも爆破予告同様，研究知見が得ら

れていないのが現状である。よって，今後は犯行予告の違

いと犯人特徴に関する研究も必要となろう。

(受稿・2008，7. 11， 受理 2009.1.19) 
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